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演
歌
「
赤
城
の
子
守
唄
」
な
ど
で
御
馴

染
み
の
国
定
忠
治
が
、
住
み
慣
れ
た
赤
城

山
を
追
わ
れ
旅
に
出
た
際
に
同
行
し
た
子

分
た
ち
の
葛
藤
を
描
い
た
、
菊
池
寛
の
名

作
「
入
れ
札
」
の
朗
読
を
聴
い
た
の
は
、

高
校
二
年
の
頃
だ
っ
た
。
思
え
ば
今
か
ら

半
世
紀
以
上
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
朗
読
し
て
く
れ
た
の
は

当
時
国
語
科
の
教
諭
で
あ
っ
た
芳
賀
秀
次

郎
先
生
（
１
９
１
５
〜
１
９
９
３
）
で
あ

る
。
芳
賀
先
生
は
昭
和
１９
（
１
９
４
４
）

年
３
月
に
赴
任
さ
れ
、
昭
和
４２

（
１
９
６
７
）
年
３
月
ま
で
南
高
の
国
語

の
教
諭
と
し
て
、
２３
年
も
の
長
き
に
渡
り

我
々
が
指
導
を
頂
い
た
恩
師
で
あ
る
。
そ

の
、
芳
賀
先
生
が
「
君
が
代
」
に
代
わ
る

「
新
国
民
歌
・
わ
れ
ら
愛
す
」
を
作
詞
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
ご
存
知
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
残
念
な
が
ら「
わ
れ
ら
愛
す
」は
、

当
時
の
文
部
省
が
「
君
が
代
」
を
強
く
推

し
た
た
め
国
歌
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
様
な
先
生
に
教
え
を
請
う
て
い

た
事
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
も
あ
り
ま

す
。東

京
同
窓
会
報
第
十
二
号
（
平
成
２７
年

１１
月
１４
日
発
行
）
の
編
集
後
記
に
、
幻
の

国
歌
と
な
っ
た
「
わ
れ
ら
愛
す
」
の
顛
末

記
が
記
載
し
て
あ
る
。
当
時
編
集
を
担
当

し
て
い
た
小
松
栄
三
郎
副
会
長
が
情
報
を

纏
め
て
記
載
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
記
事

を
読
む
ま
で
私
は
こ
の
事
実
を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
後
私
な
り
に
調
査
し
た
と
こ
ろ

「
終
戦
直
後
、
国
民
歌
を
作
ろ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
な

ど
が
公
募
し
た
。
壽
屋（
現
サ
ン
ト
リ
ー
）

も
“
日
本
の
国
を
愛
す
る
我
々
が
希
望
と

誇
り
を
持
っ
て
歌
え
る
歌
”を
公
募
し
た
。

歌
詞
に
５
万
点
、
曲
に
３
千
点
の
応
募
が

あ
り
、
山
田
耕
筰
や
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
ら

の
審
査
で「
わ
れ
ら
愛
す
」が
選
ば
れ
た
。

作
詞
者
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
に
白

鷹
町
で
生
ま
れ
た
高
校
教
師
の
芳
賀
秀
次

郎
さ
ん
だ
。
山
形
東
高
、
山
形
南
高
な
ど

で
教
え
、
長
井
高
校
長
も
務
め
た
。

１
９
９
３（
平
成
５
）年
に
死
去
し
た
。（
後

略
）」（
朝
日
新
聞　
２
０
０
８
年
１
月
３１

日　
山
形
全
県
版
）
な
る
記
事
を
入
手
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

更
に
、
関
西
山
形
南
高
コ
バ
ル
ト
会
事

務
局
の
竹
内
俊
輔
氏
（
南
高
１６
期
）
よ
り

詳
細
な
資
料
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
改
築
な
っ
た
新
校
舎
に
隣
接
す
る

「
記
念
講
堂
」
の
そ
ば
に
「
芳
賀
秀
次
郎

先
生
の
詩
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
詩

に
は
「
今
日
ぼ
く
は
一
羽
の
海
鳥
と
な
っ

て
秋
ち
か
い
列
島
の
そ
ら
を
飛
ぼ
う
」
と

記
さ
れ
、「
海
鳥
の
碑
」
に
は
「
芳
賀
秀

次
郎
先
生
は
母
校
創
成
期
の
昭
和
十
九
年

か
ら
二
十
三
年
間
、
国
語
教
師
と
し
て
在

職
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
わ
が
国
戦
後
の
混

沌
に
陽
光
を
投
ず
る
『
新
国
民
歌
・
わ
れ

ら
愛
す
』
の
作
詞
者
と
し
て
、
私
た
ち
生

徒
に
大
い
な
る
感
動
を
与
え
ら
れ
た
。
先

生
は
ま
た
、『
錐
に
つ
い
て
』
他
多
く
の

詩
集
を
著
さ
れ
た
詩
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
後
年
、
齋
藤
茂
吉
文
化
賞
の
栄
に
浴

さ
れ
た
。
私
た
ち
は
芳
賀
先
生
を
は
じ
め

多
く
の
恩
師
の
薫
陶
を
受
け
、
蛍
雪
の
時

を
共
に
過
ご
し
得
た
こ
と
を
誇
り
と
し

て
、
そ
の
後
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。
こ

の
青
春
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
母
校
と

恩
師
へ
の
無
量
の
謝
意
を
表
し
、
青
春
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
茲
に
詩
碑
を
建
て

る
。
平
成
九
年
十
二
月
吉
日　
芳
賀
秀
次

郎
先
生
の
詩
碑
を
つ
く
る
会
」
な
る
文
面

が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
一
介
の
と
言

え
ば
失
礼
だ
が
、
国
語
の
教
師
に
対
し
、

卒
業
生
た
ち
が
詩
碑
を
建
立
し
た
例
は
全

国
的
に
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
を
含
め

た
多
く
の
卒
業
生
が
、
芳
賀
先
生
に
よ
り

若
き
血
に
火
を
つ
け
ら
れ
た
感
を
持
つ
か

ら
で
あ
ろ
う
。

今
で
は
、
漫
画
は
世
界
に
通
用
す
る
表

現
の
一
つ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る

が
、
半
世
紀
も
以
前
は
そ
の
地
位
は
高
く

は
無
か
っ
た
。
そ
の
様
な
折
、
芳
賀
先
生

が「
漫
画
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
る
か
」

と
言
う
課
題
で
作
文
を
科
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
「
漫
画
も
気
持
ち

を
揺
ら
す
表
現
は
可
能
だ
と
思
う
」
な
ど

と
記
載
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
ど
の

様
な
評
価
を
与
え
ら
れ
た
か
は
記
憶
に
無

い
が
、
得
意
分
野
の
「
詩
歌
」
以
外
に
も

表
現
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
常
に
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
、
南
高
健
児
の
原
点
が

見
え
る
よ
う
で
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

我
々
は
芳
賀
先
生
の
詩
の
心
を
理
解
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
精
神
を
糧
と
し
て
こ
れ

か
ら
を
歩
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
決
意
も
新
た
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
紙
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、貴
重
な

資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、関
西
山
形

南
高
コ
バ
ル
ト
会
事
務
局
の
竹
内
俊
輔
氏

に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
明
し
文
を
閉
じ
る
。

「
幻
の
国
歌
」

〜
恩
師 

芳
賀
秀
次
郎
先
生
を
偲
ん
で
〜
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平
成
２９
年
度
の
南
高
同
窓
会
の
総
会

が
、
５
月
２６
日
（
金
）
午
後
５
時
３0
分
か

ら
山
形
市
の
パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。提
案
し
ま
し
た
議
案
も
、

す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
い
た
だ
き
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
６
時
３0
分
か
ら
、
祝
賀
会
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
の
当
番
幹
事
は
、

南
高
３３
回
卒
（
燦
々
会
）
と
南
高
5３
回
卒

（
な
ご
み
の
会
）
で
、
１
年
前
か
ら
山
本

修
司
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ

と
準
備
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、“
コ
バ
ル
ト
の
空
に

想
い
馳
せ
、
私
達
が
永
遠
に
持
ち
続
け
て

い
る
も
の
”『
コ
バ
ル
ト
イ
ズ
ム
』
と
し
、

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ケ
ッ
ト
・
総
会
資
料
す
べ

て
コ
バ
ル
ト
一
色
で
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
祝

賀
会
へ
の
出
席
者
は
、
各
学
年
幹
事
の
チ

ケ
ッ
ト
販
売
の
ご
協
力
も
あ
り
、
主
催
者

発
表
で
約
750
名
も
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
祝
賀
会
の
目
的
は
何
な
の
か

と
実
行
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

同
級
生
・
先
輩
・
後
輩
と
旧
交
を
温
め
合

い
、
南
高
の
３
年
間
に
戻
り
、『
コ
バ
ル

ト
イ
ズ
ム
』
を
再
確
認
す
る
の
が
目
的
で

あ
る
と
認
識
し
、
各
挨
拶
は
短
く
す
る
な

ど
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
短
時
間
で
終
わ
し
、

交
流
の
時
間
を
で
き
る
だ
け　
長
く
し
よ

う
と
試
み
ま
し
た
。
結
果
、
昨
年
ま
で
は

セ
レ
モ
ニ
ー
が
１
時
間
ほ
ど
で
し
た
が
、

今
年
は
３0
分
で
終
了
し
、
乾
杯
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

乾
杯
の
あ
と
、
現
役
応
援
団
と
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
大
進
撃
」
が

披
露
さ
れ
、
気
持
ち
は
南
高
の
現
役
時
代

に
戻
り
、
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
、

あ
ち
こ
ち
で
コ
バ
ル
ト
談
義
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
「
勝
利
の
拍
手
」
と

第
一
応
援
歌
「
空
は
コ
バ
ル
ト
」
を
大
合

唱
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

用
意
さ
れ
た
山
形
駅
行
と
七
日
町
行
の
バ

ス
で
、
各
学
年
ご
と
山
形
の
夜
の
街
の
２

次
会
場
に
向
か
い
、散
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
祝
賀
会
は
、
彩
を
飾
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま

さ
に
南
高
の
校
是
で
あ
る
「
質
実
剛
健
」

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
祝
賀
会
の
あ
り
方
を
示
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
５
月
２5
日

（
金
）
に
開
催
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

山
形
南
高
東
京
同
窓
会
も
毎
年
盛
会
に

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
是
非
本
部
の

同
窓
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く

の
同
窓
生
と
旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、南
高
東
京
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、毛
利
会
長
さ
ん
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と

ご
指
導
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。赴

任
以
来
、
生
徒
た
ち
と
学
校
生
活
を

共
に
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、「
生
徒

は
熱
く
て
友
達
思
い
で
、
ク
ラ
ス
や
ク
ラ

ブ
の
団
結
・
絆
を
重
ん
じ
、
皆
で
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
を
持
っ
た
集
団

で
、
加
え
て
当
事
者
意
識
を
併
せ
持
ち
、

将
来
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
存
在
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
人
材
を
育
成
し

て
い
く
た
め
に
は
、
１
つ
に
は
、『
南
高

の
学
校
文
化
を
大
事
に
す
る
こ
と
』
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
高
校
に
は
各
学
校
特
有

の
校
風
や
伝
統
が
あ
り
ま
す
が
、
本
校
に

お
い
て
は
、「
文
武
両
道
」
の
校
是
と
「
自

主
・
自
律
の
精
神
」
の
も
と
醸
成
さ
れ
て

き
た
文
化
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
大

事
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
文
化
を
脈
々

と
受
け
継
い
で
い
る
南
高
祭
で
は
、
今
年

も
、
三
原
則
の
も
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー

イ
ズ
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
復
興
支

援
企
画
な
ど
、
生
徒
自
ら
企
画
し
、
来
校

者
数
は
３
、８
４
５
人
の
過
去
最
高
で
し

た
。２

つ
に
は
、『
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文
武

両
道
を
め
ざ
す
教
育
』
に
他
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
３
位
入
賞

す
る
快
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学

面
に
お
い
て
も
、
国
公
立
大
学
に
県
内
最

多
の
156
名
合
格
し
、
そ
の
う
ち
、
東
北
大

に
は
県
内
で
２
番
目
、
山
形
大
と
新
潟
大

は
１
番
で
あ
り
ま
し
た
。

進
学
面
と
部
活
動
面
で
実
績
を
残
す
こ

と
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
将
来
的
に
生

徒
数
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
、
高
校
再
編

が
避
け
て
通
れ
な
い
時
代
が
や
っ
て
来
ま

す
。そ
う
い
う
時
代
や
社
会
に
な
っ
て
も
、

「
南
高
が
南
高
で
あ
り
続
け
る
」
た
め
の

一
番
の
施
策
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
文
武

両
道
を
実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
教
職
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

南
高
同
窓
会
総
会
・

祝
賀
会
が
盛
会
に
開
催

本
校
の
教
育
に
つ
い
て

　
山
形
南
高校

　
長
　
奥
山
　
雅
信

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj

山形南高同窓会
会長　荒井　満
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の
が
生
薬
の「
黄
檗（
お
う
ば
く
、黄
柏
）」

で
、
薬
用
の
ほ
か
染
料
の
材
料
と
し
て
も

用
い
ら
れ
ま
す
。

次
に
キ
ハ
ダ
の

生
薬
・
医
療
用
の

役
割
を
述
べ
ま
す
。

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
成

分
の
ベ
ル
ベ
リ
ン

は
ア
セ
チ
ル
コ
リ

ン
の
作
用
を
強
め
、

副
交
感
神
経
の
働

き
を
高
め
、
消
化
液
の
分
泌
な
ど
を
盛
ん

に
し
て
胃
や
腸
の
運
動
を
盛
ん
に
す
る
こ

と
か
ら
、
重
要
な
苦
味
健
胃
薬
で
す
。
ベ

ル
ベ
リ
ン
は
、
抗
菌
作
用
が
あ
り
、
腸
内

の
異
常
発
酵
や
悪
酔
い
に
も
有
効
で
す
。

キ
ハ
ダ
の
粉
末
に
塩
を
混
ぜ
て
歯
を
磨
く

と
歯
槽
膿
漏
や
歯
肉
炎
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

読
者
の
皆
様
は
、
キ
ハ
ダ
入
り
製
品
と

し
て
の
「
陀
羅
尼
助
」、「
百
草
顆
粒
」
や

「
百
草
湿
布
薬
」
な
ど
を
ご
存
知
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
塩
酸
ベ
ル
ベ
リ
ン
の
効

能
を
上
手
に
活
用
し
た
目
薬
が
あ
り
ま

す
。
長
野
市
の
笠
原
忠
兵
衛
薬
局
で
は
、

キ
ハ
ダ
入
り
「
雲
切
目
薬
」（
第
３
類
医

薬
品
）
を
発
売
し
て
お
り
ま
す
。
秘
伝
薬

「
雲
切
目
薬
」
の
創
業
は
天
文
１２
年

（
１
５
４
３
年
）

に
鉄
砲
伝
来
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
か
ら

製
造
方
法
を
伝
授

さ
れ
た
と
か
。
そ

の
後
、
新
薬
事
法

の
規
制
に
よ
り

（
１
９
８
２
年
）、

全
国
の
多
く
の
家

伝
薬
が
製
造
中
止

と
な
り
ま
し
た

が
、
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

（
１
９
９
８
年
）

に
、
新
た
な
処
方

で
再
登
場
さ
せ
ま

し
た
。
塩
酸
ベ
ル

ベ
リ
ン
の
効
能
を

上
手
に
活
用
さ
れ

た
目
薬
な
の
で
、

筆
者
は
朝
夕
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

寒
河
江
市
の

葉
山
高
原
で
は

キ
ハ
ダ
、
小
桑

や
リ
ン
ゴ
の
ハ

チ
ミ
ツ
が
販
売

さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
筆
者
は

山
形
産
の
「
キ

ハ
ダ
入
り
ハ
チ
ミ
ツ
」
を
愛
用
し
て
お
り

ま
す
。

（
明
治
薬
科
大
学
理
事
長
・
名
誉
教
授
）

朝
日
町
の
山
の
頂
に
５
ｍ
四
方
の
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
鏡
、
主
祭
神
が
空
気
で
あ
る

と
宣
言
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
「
空
気

神
社
」
が
創
建
さ
れ
て
お
り
ま
す

（
１
９
９
０
年
・
平
成
２
年
）。
町
で
は
世

界
環
境
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
６
月
５
日
を

「
空
気
の
日
」
に
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
初
夏
に
、
空
気
神
社
を
見
学
す
べ

く
足
を
延
ば
し
た
際
に
、「
キ
ハ
ダ
」
と

触
れ
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
山

形
が
誇
れ
る
「
空
気
神
社
」
と
薬
用
高
木

で
あ
る
「
キ
ハ
ダ
・
黄
檗
」
を
話
題
に
取

り
上
げ
ま
す
。

「
キ
ハ
ダ
」（
黄
肌
）
は
、
山
形
県
内
で

も
植
林
さ
れ
て
い
る
ミ
カ
ン
科
の
大
木

（
樹
高
１0
ｍ
〜
２0
ｍ
）、
初
夏
に
は
円
錐
花

序
の
小
さ
い
黄
色
い
花
を
付
け
、
秋
に
は

果
実
が
黒
褐
色
に
熟
し
ま
す
。
樹
皮
は
コ

ル
ク
質
で
内
樹
皮
は
鮮
黄
色
、
樹
皮
か
ら

コ
ル
ク
質
を
取
り
除
い
て
乾
燥
さ
せ
た
も

『やまがた発！旅の見聞録』
（2014年１0月放映：佐藤弘道レポーター）

『朝日新聞』（2016年６月14日版で紹介）

左：御岳百草丸と御嶽山百草湿布薬　右：雲切目薬／笠原十兵衛薬局寒河江市の道の駅にて
「きはだ（黄柏）」、「こくわ（小桑）」

連載シリーズ

「
身
近
な
薬
用
植
物
あ
れ
こ
れ
」

　
そ
の
５

山
形
で
空
気
神
社
と
生
薬･

キ
ハ
ダ
に
触
れ
合
う

南
高
12
回
卒　
奥
山
　
　
徹



平成29年11月４日発行	 第14号（　）4

稀
代
の
作
家
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
に
そ
の

美
し
さ
を
称
賛
さ
れ
た
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

が
急
激
に
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
有
る
の
み

な
ら
ず
、
人
類
の
故
郷
と
も
言
え
る
ア
フ

リ
カ
大
陸
全
体
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
実

態
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
記
事
を
見
た
。
温
暖

化
な
ど
の
影
響
で
急
激
に
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
実
態
を
捉
え
た
レ
ポ
ー
ト
に
は
、

積
雪
量
が
減
り
頂
上
の
氷
雪
が
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
実
態

と
、
氷
雪
の
厚
さ
が
３0
ｍ
も
あ
っ
た
も
の

が
今
で
は
１0
ｍ
以
下
に
縮
ん
で
い
る
と
言

う
現
状
が
語
ら
れ
、
野
生
動
物
は
食
料
と

し
て
供
さ
れ
る
為
（
ブ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ト
と

呼
ば
れ
密
売
さ
れ
て
い
る
）
に
激
減
し
、

ラ
イ
オ
ン
な
ど
は
保
護
区
で
し
か
生
息
で

き
ず
、
野
生
本
来
の
姿
を
目
に
し
た
事
の

あ
る
現
地
人
す
ら
皆
無
に
近
い
な
ど
の
実

態
が
記
さ
れ
て
い
た
。
急
激
な
人
口
増
加

と
そ
れ
に
伴
う
都
市
化
・
計
画
性
の
な
い

工
業
化
・
過
剰
な
農
業
開
発
な
ど
に
よ
る

森
林
伐
採
が
そ
の
自
然
環
境
の
劣
化
と
消

耗
を
促
進
さ
せ
て
い
る
現
実
は
あ
る
が
、

牧
畜
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
人
々
に
、「
野

生
動
物
を
捕
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
な
ど

と
、
誰
が
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
来
、
気
に
な
っ
て
仕
方
の
無
か
っ
た

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ
登
っ
て
見
よ
う
と
言

う
気
に
な
っ
た
の
は
あ
る
Ｔ
Ｖ
番
組
だ
っ

た
。
と
は
言
っ
て
も
訓
練
は
必
要
で
あ
り

過
去
の
経
験
は
役
に
立
た
な
い
と
の
認
識

が
有
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
齢
７４
歳
を
迎
え

る
歳
で
も
あ
り
週
２
回
か
ら
３
回
程
度
の

ジ
ム
通
い
に
加
え
、お
よ
そ
７
ｋｇ
程
の
荷

を
負
っ
て
ほ
ぼ
１0
ｋｍ
の
歩
行
訓
練
を
開
始

し
た
。
こ
れ
ら
の
訓
練
を
正
月
返
上
で
取

り
組
ん
だ
成
果
は
出
た
か
に
見
え
た
が
、

ア
フ
リ
カ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
甘
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

行
程
は
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
麓
の
村
に
宿

泊
し
た
後
は
全
て
テ
ン
ト
に
よ
る
移
動

で
、
お
よ
そ
４
１
０
０
ｍ
を
登
り
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
日
は
登
山
道
の
入

り
口
マ
チ
ャ
メ
ゲ
ー
ト
（
１
８
０
０
ｍ
）

か
ら
５
時
間
程
度
で
マ
チ
ャ
メ
キ
ャ
ン
プ

（
３
０
１
０
ｍ
）
２
泊
目
が
６
時
間
ほ
ど

の
行
程
で
シ
ラ
キ
ャ
ン
プ（
３
８
４
５
ｍ
）

な
ど
高
度
順
化
を
図
り
な
が
ら
３
泊
目
バ

ラ
ン
コ
（
３
９
６
０
ｍ
）
４
泊
目
カ
ラ
ン

ガ（
４
０
３
５
ｍ
）５
泊
目
が
バ
ラ
フ
キ
ャ

ン
プ
（
４
６
４
０
ｍ
）
で
、
こ
の
キ
ャ
ン

プ
が
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
に
な
る
。
早
め

の
夕
食
を
済
ま
せ
仮
眠
を
取
っ
て
翌
早
朝

０
：
３0
に
テ
ン
ト
を
発
っ
た
。
ヘ
ッ
ド
ラ

ン
プ
の
明
か
り
を
頼
り
に
岩
場
や
ガ
レ
た

急
坂
を
少
し
ず
つ
高
度
を
上
げ
て
行
っ

た
。隊

員（
登
山
ツ
ア
ー
に
応
募
し
た
方
々
）

１２
名
、
リ
ー
ダ
ー
は
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登

山
経
験
豊
富
な
上
山
仁
美
さ
ん
、
そ
れ
に

現
地
ガ
イ
ド
６
名
に
コ
ッ
ク
２
名
、
ウ
エ

イ
タ
ー
２
名
そ
し
て
ポ
ー
タ
ー
３１
名
の
大

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
和
気
藹
々
と
高
度
を
稼

ぎ
途
中
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
隊
員
は
男
女
共
に
６
名
ず
つ
と
な
っ

て
い
た
が
経
験
豊
富
な
方
々
ば
か
り
で
、

最
近
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
往

還
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
過
去
の
栄
冠

は
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
。北

に
は
北
斗
七
星
や
オ
リ
オ
ン
の
星
座

が
輝
き
、
南
に
は
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
が
横
た

わ
り
、
寒
空
に
は
満
点
の
星
空
が
広
が
っ

て
い
た
。
こ
の
様
な
星
空
は
赤
道
直
下
で

し
か
経
験
で
き
な
い
天
空
の
恵
み
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
中
を
ガ
イ
ド
や
ポ
ー

タ
ー
が
現
地
の
唄
を
歌
っ
て
励
ま
し
て
く

れ
る
。

稜
線
で
御
来
光
を
迎
え
第
一
の
ポ
イ
ン

ト
・
ス
テ
ラ
（
５
７
３
０
ｍ
）
に
着
い
た

の
が
午
前
７
：
３0
頃
、
そ
こ
で
お
茶
の
補

給
を
受
け
山
頂
ウ
フ
ル
・
ピ
ー
ク

（
５
８
９
５
ｍ
）着
が
８：３0
頃
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
に
な
る
と
寒
さ
と
高
度
障
害
で
意

識
も
朦
朧
と
し
て
い
た
が
、
山
頂
プ
レ
ー

ト
の
前
で
の
集
合
写
真
は
も
と
よ
り
氷
河

の
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め
、
ア
フ
リ
カ
大

陸
に
残
し
た
痕
跡
を
確
た
る
も
の
と
し
て

き
た
。
し
か
し
、
本
来
は
山
頂
で
「
般
若

心
経
」
を
読
経
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
行
為
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
体
力

の
消
耗
は
大
き
か
っ
た
。

一
歩
踏
み
出
せ
ば
足
下
の
砂
利
と
共
に

滑
り
落
ち
そ
う
な
急
斜
面
を
下
降
し
、
ア

タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
の
あ
る
バ
ラ
フ
に
着
い

た
の
が
１１
：
１0
頃
で
あ
っ
た
が
、
揃
っ
て

昼
食
を
共
に
し
た
の
は
１２
時
頃
だ
っ
た
と

思
う
。
食
後
は
横
に
な
り
体
を
休
め
た

か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
３
時
間
余
り
を
か

け
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ
（
３
７
０
０

ｍ
）
ま
で
の
下
降
で
あ
る
。
途
中
雷
鳴
が

響
き
渡
り
ア
ラ
レ
が
降
り
出
し
た
が
歩
み

を
止
め
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

こ
の
頃
に
な
る
と
、
如
何
に
訓
練
を
積
ん

だ
と
は
言
え
付
け
焼
刃
の
域
は
脱
し
な
い

体
力
づ
く
り
は
破
堤
し
、
次
第
に
歩
行
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
転
倒
す
る
危
機
に
見
舞

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
眼

下
に
キ
ャ
ン
プ
地
が
見
え
、
先
行
し
た

ポ
ー
タ
ー
の
人
た
ち
が
建
て
て
く
れ
た
テ

ン
ト
に
転
が
り
込
む
こ
と
が
出
来
た
。
夜

来
、
雷
鳴
が
轟
き
ア
ラ
レ
が
テ
ン
ト
を
打

ち
付
け
て
い
た
が
、
翌
朝
の
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
は
真
っ
白
に
雪
化
粧
し
て
い
た
。

こ
れ
が
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
が
文
に
し
た

「
広
く
、
大
き
く
、
高
々
と
、
信
じ
が
た

い
ほ
ど
真
白
に
陽
光
に
輝
い
て
、
キ
リ
マ

ン
ジ
ャ
ロ
の
四
角
い
頂
上
が
そ
び
え
て
い

た
」
そ
の
も
の
と
感
動
し
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
国
立
公
園
や
動
物
保
護

区
な
ど
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
る
が
、
区
域
内
で
も
密
漁
は
横
行
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
ア
フ
リ
カ

は
世
界
史
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
大
陸
」
と

書
い
た
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
だ

が
、
私
た
ち
の
意
識
か
ら
ア
フ
リ
カ
を
消

し
去
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
意
識
し
た

旅
で
も
あ
っ
た
。

　

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

登
頂
顛
末
記

南
高
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回
卒
　
毛
利
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三
人
で
写
っ
て
い
る
下
の
写
真
を
ご
覧

く
だ
さ
い
、
老
生
に
向
か
っ
て
左
が
２８
回

卒
（
サ
ッ
カ
ー
部
）
の
松
川
裕
和
君
、
右

が
６２
回
卒
（
柔
道
部
）
の
松
本
洋
平
君
、

昨
年
の
東
京
同
窓
会
の
一
コ
マ
で
す
。

な
ぜ
歳
の
離
れ
た
三
人
が
親
子
三
代
の

よ
う
に
写
っ
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、

（
株
）
守
谷
（
も
り
た
に
）
商
会
の
社
員

と
Ｏ
Ｂ
（
老
生
の
事
）
な
の
で
す
、
地
元

山
形
の
企
業
や
、
公
官
庁
は
別
に
し
て
、

１
、０
０
０
人
弱
の
一
般
企
業
で
、
同
じ

高
校
出
身
者
が
三
人
も
い
て
、
し
か
も
三

人
共
に
“
南
高
命
”
の
面
々
が
強
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
る
、
他
に
類
の
な
い
事
だ
と

大
い
に
胸
を
張
っ
て
良
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
何
せ
昨
年
の
総
会
に
は
写
真
の
通

り
、
老
生
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
松
川
君
は

四
国
の
高
松
か
ら
、
松
本
君
は
大
阪
か
ら

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

今
回
は
こ
の
二
人
に
感
謝
の
心
を
込
め

て
、
二
人
の
紹
介
と
老
生
と
の
“
縁
”
を

先
輩
・
後
輩
諸
氏
に
知
っ
て
も
ら
い
た
く

筆
を
執
り
ま
し
た
。

そ
の
前
に（
株
）守
谷
商
会
の
事
を
少
々

宣
伝
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
、
東
京
駅
八
重

洲
口
よ
り
数
分
の
所
に
戦
前
よ
り
自
社
ビ

ル
を
有
し
、
東
京
製
綱
、
明
電
舎
の
代
理

店
と
し
て
１
９
０
１
年
（
明
治
３４
年
）
に

ス
タ
ー
ト
し
た
老
舗
の
機
械
専
門
商
社
で

す
。

総
合
商
社
の
よ
う
に
巨
大
企
業
に
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
116
年
間
堅
実
に
ま

じ
め
に
社
員
一
丸
と
な
り
信
用
第
一
の
伝

統
を
守
り
今
日
に
至
り
、
コ
マ
ツ
や
ダ
イ

キ
ン
と
の
合
弁
会
社
を
設
立
し
た
り
、
地

味
な
が
ら
も
内
容
の
良
い
堅
実
経
営
の
会

社
と
し
て
評
価
を
得
て
お
り
、
男
・
女
学

生
共
に
人
気
が
高
く
毎
年
か
な
り
の
競
争

で
、
入
社
が
難
し
い
会
社
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

“
松
川
裕
和
君
（
立
教
大
卒
）
と
の
事
”

老
生
が
ソ
ウ
ル
支
店
に
駐
在

（
１
９
７
７
〜
１
９
８
７
年
）
中
の

１
９
８
５
年
の
あ
る
日
、
海
外
室
長
が
来

韓
し
、「
守
彦
、
こ
の
前
山
形
に
行
っ
て

お
前
の
後
輩
で
松
川
光
宝
堂
と
い
う
宝
石

店
の
次
男
坊
の
結
婚
式
に
出
て
来
た
ぞ
」

と
聞
き
、
南
高
の
後
輩
が
同
じ
会
社
に
い

る
と
言
う
事
を
初
め
て
知
っ
た
の
で
し

た
。そ

れ
以
来
実
に
三
十
数
年
の
付
合
い
に

な
り
ま
す
、
そ
の
後
老
生
帰
国
し
数
年
後

の
１
９
９
３
年
、
今
度
は
松
川
君
が
何
と

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
駐
在
す
る
こ
と
と
な

り
、
７
年
間
政
府
の
要
人
や
悪
徳
商
人

（
？
）
相
手
に
奮
闘
大
活
躍
を
し
た
の
で

す
。
恐
ら
く
南
高
の
Ｏ
Ｂ
で
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
に
駐
在
し
た
人
は
皆
無
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
機
会
を
見
て
松
川
君
の
経
験
談
を
話

し
て
も
ら
う
か
、
会
報
に
書
い
て
も
ら
う

か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
四
国
支
店
（
高
松
市
）
の
支
店

長
と
し
て
四
国
を
飛
び
回
っ
て
お
り
ま

す
。

“
松
本
洋
平
君
（
福
島
大
卒
）
と
の
事
”

二
年
前
の
５
月
２３
日
夜
、
突
然
携
帯
に

南
高
１４
回
柔
道
部
の
同
期
、
柔
道
部
Ｏ
Ｂ

会
長
の
永
澤
兵
國
君
よ
り
「
守
彦
、
お
前

の
守
谷
商
会
に
後
輩
の
松
本
洋
平
が
内
定

も
ら
っ
て
、
い
ま
こ
こ
に
い
る
か
ら
代
わ

る
ぞ
」
と
い
き
な
り
の
一
声
が
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

話
に
よ
る
と
、
何
と
前
日
の
５
月
２２
日

に
内
定
通
知
を
受
け
、
次
の
日
の
２３
日
に

山
形
で
の
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
の
飲
み
会
に
出
席

し
、
永
澤
会
長
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
「
な

ぬ
！
守
谷
商
会
は
守
彦
の
会
社
だ
ぞ
」と
、

大
騒
ぎ
で
そ
の
場
で
の
連
絡
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。
も
し
こ
の
偶
然
が
無
け
れ
ば
松

本
君
の
事
を
知
る
の
は
先
の
先
に
な
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。
や
は
り
“
縁
”
が
あ
っ

た
と
言
う
事
で
し
ょ
う
ね
、
何
せ
内
定
も

ら
っ
た
次
の
日
に
知
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
。早

速
週
明
け
の
月
曜
日
、
人
事
部
長
に

久
し
振
り
に
電
話
し
「
今
回
内
定
出
し
た

松
本
洋
平
君
を
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」
と
話

し
た
と
こ
ろ
「
守
彦
さ
ん
、
な
ぜ
知
っ
て

い
る
の
で
す
か
」
と
「
山
形
の
名
門
山
形

南
高
の
後
輩
で
し
か
も
柔
道
部
の
後
輩

だ
、四
国
の
松
川
も
同
じ
高
校
だ
」と
言
っ

て
や
っ
た
。
す
か
さ
ず
「
守
彦
さ
ん
、
絶

対
他
社
に
行
か
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
よ

ろ
し
く
頼
み
ま
す
よ
。
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

評
価
で
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
の

で
！
」
と
逆
に
頼
ま
れ
て
し
ま
っ
た
、「
よ

し
任
せ
ろ
」
と
松
本
君
を
信
じ
て
引
き
受

け
た
。
そ
の
後
無
事
入
社
し
て
く
れ
老
生

の
顔
を
立
て
て
く
れ
た
。

現
在
大
阪
支
店
で
大
い
に
期
待
さ
れ
修

行
中
で
す
（
守
谷
商
会
は
伝
統
的
に
新
入

社
員
は
地
方
支
店
で
修
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
）。

以
上
の
様
に
二
人
が
南
高
の
後
輩
で
偶

然
に
も
老
生
と
同
じ
会
社
に
入
社
し
た
、

と
言
う
事
は
“
縁
”
以
外
の
何
物
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
“
縁
で
す
ね
”。

二
人
共
数
年
後
に
は
東
京
に
戻
っ
て
来

ま
す
。
必
ず
や
東
京
同
窓
会
の
力
に
な
っ

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
現
学
校
法
人
青
山
学
院
の
堀
田

宣
彌
理
事
長
は
、
守
谷
商
会
の
社
長
を
務

め
た
方
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
現
在
も

懇
意
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
先
輩
で

す
。

合
掌

“
南
高
三
代
”縁
で
す
ね

南
高
14
回
卒
　
佐
藤
　
守
彦

（
柔
道
部
）

（左）松川君、（右）松本君
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貴
会
会
長
の
毛
利
昭
様
よ
り
原
稿
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
何
か
の
ご
参
考
に

な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
活
動
内
容
を
記

し
ま
す
。

私
ど
も
の
会
の
名
称
は
、
南
高
第
１６
回

卒
業
に
ち
な
み
、「
十
六
夜
（
い
ざ
よ
い
）

会
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
の
名
称
は
、昭
和
5３
年
８
月
に
、

昭
和
１７
年
か
ら
約
三
十
年
間
に
わ
た
り
生

物
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
恩
師
の
故
布
施

隆
先
生
が
名
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

恩
師
の
故
芳
賀
秀
次
郎
先
生
に
、「
い
い

名
前
だ
ね
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
毎
年
、
懇
親
会
を
兼
ね
た
総

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
厄
払
い
」
は
４２
歳
、「
九
流
し
」
は
４９

歳
の
時
に
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
１２
年
度
に
、
同
窓
会
の
当

番
幹
事
学
年
と
し
て
、
第
３６
回
卒
業
生
と

合
同
で
、
約
700
名
が
参
加
す
る
同
窓
会
祝

賀
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

平
成
１９
年
に
は
「
還
暦
祝
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

平
成
２３
年
に
規
約
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
２４
年
度
よ
り
、
年
会
費
２
０
０
０
円

を
徴
収
し
、
研
修
及
び
親
睦
を
目
的
と
し

た
規
約
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
７
月
の
第
一
土
曜
日
に
４0
数
名
の

会
員
が
参
加
し
、
研
修
会
と
懇
親
会
を
兼

ね
た
定
期
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

目
的
に
研
修
と
い
う
視
点
を
設
け
、
懇

親
会
で
の
情
報
交
換
も
大
切
な
研
修
で
す

が
、
総
会
の
時
に
、
議
案
検
討
が
す
べ
て

終
了
し
て
か
ら
、
参
加
者
の
５
〜
６
名
の

方
が
５
分
前
後
で
卓
話
を
行
い
、
研
修
に

努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
慶
弔
規
定
を
設
け
て
、
会

員
・
奥
様
・
実
父
母
様
の
死
去
に
際
し
て

は
、
弔
意
を
表
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
、４
月
に
会
報
「
十
六
夜
」

（
い
ざ
よ
い
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
十
六
夜
会
総
会
と
研
修
懇
親
会
・

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ・本
部
同
窓
会
へ
の
参
加
、

訃
報
の
連
絡
等
で
す
。　

昨
年
は
、
卒
業
50
周
年
と
古
希
の
節
目

の
年
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

祝
賀
会
を
総
会
と
併
せ
て
、
天
童
ホ
テ
ル

に
て
１
泊
２
日
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員

４４
名
と
恩
師
２
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。２

日
間
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

１
日
目　
平
成
２８
年
１0
月
６
日
（
木
）

１４
：
00　
受
付　

１5
：
00　
十
六
夜
会
総
会

１７
：
４5　
記
念
写
真
撮
影　

１８
：
00　
南
高
卒
業
50
周
年
古
希
祝
賀
会

２0
：
３0　
お
開
き

２0
：
４5　
二
次
会

２
日
目　
平
成
２８
年
１0
月
７
日
（
金
）

0７
：
00　
朝
食

１0
：
00　
最
終
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

高
校
生
当
時
の
話
に
花
が
咲
き
、
有
意

義
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
次
回
は
、喜
寿
の
お
祝
い
だ
ね
。」「
ま

た
な
。」「
元
気
で
な
。」
な
ど
の
会
話
を

交
わ
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、
再
会
を
誓

い
ま
し
た
。

卒
業
50
周
年
を
記
念
し
「
記
念
誌
十
六

夜
会
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

よ
う
な
こ
と
で
す
。

①�　
原
稿
は
、
平
成
２４
年
か
ら
の
２８
年

ま
で
の
５
号
分
の
会
報
原
稿
、
当
時

の
生
活
・
趣
味
・
学
ん
だ
こ
と
・
考

え
て
い
る
こ
と
・
特
技
・
仕
事
の
こ

と
な
ど
5２
本
で
す
。

②�　
写
真
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
卒
業
記

念
・
修
学
旅
行
・
南
高
祭
・
ク
ラ
ブ

活
動
・
設
立
総
会
・
４２
歳
厄
払
い
・

還
暦
を
祝
う
会
・
50
周
年
古
希
祝
賀

会
・
定
例
総
会
と
懇
親
会
・
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
等
で
す
。

見
応
え
読
み
応
え
の
あ
る
記
念
誌
が
で

き
た
と
、
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
山
形
県
立
山
形

南
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ペ
ン
を
お
き
ま

す
。

第
１６
回
卒「
十
六
夜
会
」

（
い
ざ
よ
い
か
い
）の
活
動

十
六
夜
会
事
務
局
次
長

南
高
16
回
卒
　
鬼
島
　
康
雄

１　

わ
れ
ら
愛
す

　
　

胸
せ
ま
る　

あ
つ
き
お
も
い
に

　
　

こ
の
国
を　

わ
れ
ら
愛
す

　
　

不
知
火
筑
紫
の
う
み
べ

　
　

み
す
か
か
る
信
濃
の
や
ま
べ

　
　

わ
れ
ら
愛
す　

涙
あ
ふ
れ
て

　
　

こ
の
国
の
空
の
青
さ
よ

　
　

こ
の
国
の
水
の
青
さ
よ

２　

わ
れ
ら
歌
う

　
　

か
な
し
み
の　

ふ
か
け
れ
ば
こ
そ

　
　

こ
の
国
の　

と
お
き
青
春

　
　

詞
あ
り
き　

雲
白
か
り
き

　
　

愛
あ
り
き　

ひ
と
直
か
り
き

　
　

わ
れ
ら
歌
う　

お
さ
な
ご
の
こ
と

　
　

こ
の
国
の
た
か
き
ロ
マ
ン
を

　
　

こ
の
国
の
ひ
と
の
ま
こ
と
を

３　

わ
れ
ら
進
む

　
　

か
が
や
け
る　

明
日
を
信
じ
て

　
　

た
じ
ろ
が
ず　

わ
れ
ら
進
む

　
　

空
に
み
つ
平
和
の
祈
り

　
　

地
に
ひ
び
く
自
由
の
誓
い

　
　

わ
れ
ら
進
む　

か
た
く
み
う
で
く
み

　
　

日
本
の
き
よ
き
未
来
よ

　
　

か
ぐ
わ
し
き
夜
明
け
の
風
よ

表紙の毛利会長の挨拶にある「われら愛す」の歌詞と
「芳賀秀次郎先生の詩碑」を紹介します。

海鳥の碑
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２８
回
の
常
任
幹
事
と
し
て
、
ど
う
に
か

出
席
だ
け
で
も
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
会

長
始
め
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
部
活
も
や
っ
て

い
な
い
た
め
、
部
活
を
や
っ
て
い
た
方
と

は
愛
校
精
神
に
温
度
差
も
あ
り
、
さ
ら
に

何
十
年
も
田
舎
と
の
関
り
は
希
薄
で
、
恐

縮
し
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

た
だ
、
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
あ

と
２
年
で
還
暦
と
い
う
こ
と
に
は
あ
ま
り

ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
、
高
校
を
卒
業
し
て

今
年
で
４0
年
と
い
う
月
日
に
は
呆
然
と
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
に
対
し
て
か
と

い
う
と
、
関
り
が
希
薄
な
の
で
、
田
舎
で

の
“
居
場
所
”
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
。
地
元
に
就
職
し
た
同
期
と

飲
ん
だ
記
憶
は
大
学
時
代
ま
で
。
そ
の
後

は
仕
事
に
追
わ
れ
続
け
て
い
た
の
か
、
田

舎
に
帰
る
の
は
親
戚
の
冠
婚
葬
祭
く
ら

い
。
ま
る
で
記
憶
喪
失
の
よ
う
に
田
舎
の

記
憶
が
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
て
い
る
。

そ
ん
な
時
に
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
お
誘

い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
の
恩
師

の
小
笠
原
良
男
先
生
か
ら
年
明
け
に
「
小

学
校
と
中
学
校
の
同
級
生
が
君
は
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
い
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
度
帰
郷
し
て

何
か
話
を
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
。

か
く
も
長
き
不
在
︱
︱
そ
ん
な
言
葉
が
浮

か
び
ま
し
た
。
小
笠
原
先
生
は
南
校
９
回

卒
で
、
山
辺
町
立
北
山
小
学
校
の
５
、６

年
の
時
の
担
任
。
両
親
が
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に

な
っ
た
恩
人
で
す
。
柄
に
も
な
い
と
思
い

な
が
ら
恩
返
し
も
あ
る
し
、
先
生
に
逆
ら

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
と
し
、
５
月
、
町
立
公
民
館
で
わ

ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
同
級
生
の
ほ

か
親
戚
ま
で
い
る
中
で
「
マ
ス
コ
ミ
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
１
時

間
半
ほ
ど
拙
い
話
を
し
ま
し
た
。
勤
務
し

て
い
る
の
は
「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
」
と
い
う

夕
刊
紙
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
５
年
、
社
員

と
し
て
２８
年
。
た
だ
、
同
級
生
は
夕
刊
紙

と
か
マ
ス
コ
ミ
と
い
わ
れ
て
も
、
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ
ン
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
年
は
何
か

と
田
舎
を
意
識
し
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

９
月
に
終
了
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ひ

よ
っ
こ
」。
こ
れ
に
ヒ
ロ
イ
ン
谷
田
部
み

ね
子
の
叔
父
さ
ん
役
で
、
峯
田
和
伸
と
い

う
俳
優
が
出
て
ド
ラ
マ
界
で
は
か
な
り
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
（
本
業
は
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
）。
峯
田
和
伸
ク
ン
は
山
辺
駅
前

に
あ
る
「
峯
田
電
器
」
の
息
子
。
か
つ
て

紙
面
で
「
名
字
の
ル
ー
ツ
」
と
い
う
連
載

を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
名
字
の
専
門
家

の
森
山
浩
さ
ん
に
原
稿
を
依
頼
し
た
ら
、

開
口
一
番
、「
峯
田
さ
ん
は
福
井
で
す
か
、

山
形
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
。「
峯
田
」

は
平
家
の
落
人
だ
か
が
福
井
と
山
形
に
逃

れ
た
一
族
で
、
山
形
に
は
一
カ
所
に
し
か

な
い
と
い
う
。

峯
田
は
北
山
地
区
に
固
ま
っ
て
あ
る
名

字
で
、ま
だ
“
取
材
”
で
き
て
い
な
い
が
、

和
伸
ク
ン
も
そ
の
流
れ
に
違
い
な
い
。
峯

田
電
器
の
周
辺
に
は
、
当
方
の
親
戚
の
メ

リ
ヤ
ス
会
社
や
分
家
の
洋
品
店
と
精
肉
店

も
あ
る
。
遡
れ
ば
、
同
じ
ル
ー
ツ
に
行
き

つ
く
は
ず
な
の
で
、
便
宜
上
「
一
族
」
と

言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
れ
や
こ
れ
や

で
、
山
形
で
育
っ
た
と
い
う
、
存
在
の
証

の
よ
う
な
も
の
を
少
し
だ
け
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
１
年
で
す
。

最
後
に
Ｐ
Ｒ
を
。
毎
年
、
１
冊
づ
つ
本

を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
作
年
は
「
板
東
英

二
の
生
前
葬
」、
昨
年
は
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

芸

能
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
！
」。
今
年
は
芸
能
人

や
著
名
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
連
載
し

て
い
る
「
お
ふ
く
ろ
メ
シ
」
で
１１
月
下
旬

に
刊
行
予
定
。
登
場
し
て
い
る
の
は
氷
川

き
よ
し
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
釜
本
邦
茂
ま
で

８0
人
ほ
ど
で
す
。

ふ
る
さ
と
山
辺

南
高
28
回
卒
　
峯
田
　
　
淳

有
海
さ
ん
を
偲
ぶ

小
松
栄
三
郎

有
海
豊
さ
ん
は
南
高
１１

回
卒
で
、
平
成
２0
年
度
か

ら
２７
年
度
ま
で
８
年
間
常

任
幹
事
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
私
も
２0
年
度
に
常
任

幹
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

い
わ
ば
常
任
幹
事
の
同
期
生
同
士
の
間
柄
で
し
た
。

１１
回
生
に
山
形
市
教
育
長
、
南
高
校
長
を
務
め
ら

れ
た
大
場
登
氏
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
は
、
県
の

教
育
庁
に
お
ら
れ
た
と
き
、
山
形
弁
を
巧
み
に
操
る

ダ
ニ
エ
ル
氏
を
県
に
招
い
た
方
な
の
で
す
が
、
英
語

教
育
の
全
国
理
事
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会
、
千
葉
県

高
校
長
会
の
南
高
訪
問
等
を
と
お
し
て
、
私
と
大
場

氏
は
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
有
海
さ
ん

に
話
し
た
と
こ
ろ
、
有
海
さ
ん
も
大
場
氏
と
親
し
い

間
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
有
海
さ
ん
に
一
層
親

し
み
を
感
じ
た
の
で
し
た
。

有
海
さ
ん
は
優
し
い
人
で
し
た
。
決
し
て
偉
ぶ
ら

ず
、
私
た
ち
後
輩
の
意
見
に
よ
く
耳
を
傾
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
新
年
会
や
暑
気
払
い
で
若
い
人
た
ち

と
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
火
曜
日
に
出
る
こ
と
が
困
難
に
な
ら
れ
た

の
で
、
金
曜
日
に
変
更
し
て
欲
し
い
と
希
望
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
有
海
さ
ん
の
ご
希
望
に
応
え
て
、

新
年
会
と
暑
気
払
い
を
金
曜
日
に
変
え
た
の
で
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
出
席
な
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
ど

う
さ
れ
た
の
か
、と
皆
で
い
ぶ
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
具
合
が
悪
い
ら
し
い
」
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
も
う
手
遅
れ
で
し
た
。
今
年
の
１
月

２２
日
に
逝
去
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

東
京
同
窓
会
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
有
海
さ
ん
に

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
回
の
テ
ー
マ
の
前
に
私
自
身
の
事
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
を
も
っ
て
現
役
（
仕
事
）

を
卒
業
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

こ
の
歳
ま
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

事
と
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
ま
っ
た
り
と
し
た
日
々
を
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
仕
事
を
卒
業
さ

れ
た
す
べ
て
の
方
々
が
こ
の
よ
う
に
感
じ

感
謝
の
念
を
持
っ
て
こ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
な
折
、
人
と

人
と
の
係
り
（
交
流
）
を
愛
し
く
思
い
、

い
ろ
ん
な
場
所
や
人
々
と
の
交
わ
り
が
恋

し
く
な
る
の
は
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
い
ろ
ん
な
方
々
と
の
交
流
が
苦
手

で
は
な
く
、
結
構
お
じ
ゃ
ま
虫
的
な
人

懐
っ
こ
い
性
分
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
退
職
し
た
後
も

数
多
く
の
友
人
か
ら
の
お
誘
い
が
あ
り
、

楽
し
く
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
同
期
会
、

県
人
会
、
同
好
会
な
ど
折
に
触
れ
た
イ
ベ

ン
ト
や
講
演
会
、
鑑
賞
会
な
ど
に
楽
し
く

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
状
況
の
中
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
戻

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
々
回
で
も
述
べ
ま
し
た
様
に
、
私
が

こ
の
東
京
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
、
継
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
私
が
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
、
ど
う
活
動
す
べ
き
な
の
か
を

考
え
て
参
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
私
の
使

命
で
も
な
か
ろ
う
か
考
え
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
し
か
し
、
只
単
に
こ
の
会
を
盛
り

上
げ
る
と
い
っ
て
も
、
運
営
す
る
に
あ

た
っ
て
は
活
動
の
原
資
た
る
財
源
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
も
の
が
担

保
さ
れ
て
始
め
て
会
の
運
営
が
で
き
て
く

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

前
号
の
会
報
に
も
載
っ
て
い
た
通
り
、

我
が
仲
間
の
片
桐
秀
昭
氏
が
、
本
同
窓
会

に
百
万
円
も
の
大
金
を
寄
附
し
て
頂
き
ま

し
た
。片
桐
氏
と
は
卒
業
年
度
も
一
緒
で
、

私
的
な
交
際
も
続
け
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
中
々
ま
ね
の
で
き
る
事
で
は
な

く
、
仲
間
と
し
て
も
誇
れ
る
行
為
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
の
念
を
文
書

に
残
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
寄
附

頂
い
た
浄
財
は
大
切
に
か
つ
有
効
に
活
用

さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
こ
こ
に
約
束
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
会

の
運
営
を
考
え
れ
ば
、
同
窓
会
の
皆
様
一

人
一
人
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
、
会
を

守
り
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。私
は
南
高
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

山
形
県
人
と
し
て
の
繋
が
り
も
あ
り
、
そ

の
人
脈
を
活
か
し
た
広
報
活
動
も
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
山
形
県
東
京
事

務
所
の
方
々
と
連
携
し
、
県
人
連
合
会
の

加
盟
団
体
と
し
て
も
積
極
的
に
交
流
し
、

山
形
南
高
東
京
同
窓
会
の
存
在
を
知
ら
し

め
交
流
の
輪
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
様
々

な
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
形
県
人
会
の
中
に
お
い
て
、
南
高
東

同
窓
会
を
思
う
に
あ
た
っ
て

パ
ー
ト
Ⅲ

南
高
12
回
卒
　
加
嶋
　
隆
夫

今年も900名が参加し盛大に開催されたが、加
嶋隆夫さん（南高12回）のご尽力により、山形
南高東京同窓会のブースを確保。

南高ＯＢはもとより、各県立高の東京同窓会の
メンバーとの交流も拡げることができました。

やまがた県人まつり（山形県人東京連合会）
山形南高東京同窓会として代表が参加
平成29年９月３日（日）11時〜ホテル・ニューオータニ「鶴の間」にて開催

京
同
窓
会
に
対
す
る
認
識
も
増
え
て
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
が

会
員
増
対
策
に
も
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
会
員
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
戻
っ
て
く
る
人
も
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
形
県
人
会
と
の
連
携
を
含
め
た
情
報

を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
の
も
私
の
役
割
と

考
え
、
今
後
と
も
投
稿
を
続
け
て
い
く
予

定
で
す
の
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

さ
い
。

芸能委員会･副委員長
加嶋隆夫さん（南高12回）

県立高校同窓会長の固い握手 山形南高&東高と仲良く

山形南高同窓会メンバー 県観光振興室･八矢一博さんと 来賓･山形放送･取締役東京支社長
齊藤繁也さん（南高25回）
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平
成
28
年
度 

総
会

平
成
28
年
11
月
5
日（
土
） 

14
：
20
～
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催

第一部

東
京
同
窓
会
毛
利
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
議
事
進
行

平
成
28
年
度
活
動
報
告
・
平
成
29
年
度
活
動
方
針

小
松
副
会
長

平
成
28
年
度
収
支
決
算
報
告
・
平
成
29
年
度
収
支
予
算
案
報
告

鈴
木
常
任
幹
事

会
計
監
査
報
告	

久
連
山
会
計
監
査

ビジネス交流 1 今日の書道について

ビジネス交流 2 公立高等学校における情報発信による経営

日本書写技能検定協会専務理事
片桐秀昭氏（南高12回）

元千葉県立成田北高等学校長
小松栄三郎氏（南高15回）
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平
成
28
年
度 

総
会

平
成
28
年
11
月
5
日（
土
） 

15
：
30
～
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催

第二部
懇親会

開会の挨拶
物故者に黙祷

校歌斉唱

東京同窓会
毛利会長挨拶

山形南高同窓会
荒井会長挨拶

山形県東京事務所
石山副所長挨拶

山形南高
奥山校長挨拶

山形県人東京連合会
原田会長挨拶

感謝状贈呈
荒井会長より片桐秀昭氏へ



（　）平成29年11月４日発行	 第14号11

還暦の同期(南高25回)と毛利会長万歳三唱

閉会挨拶・万歳三唱

応援歌「空はコバルト」

荒井会長のエール

常任幹事メンバー

メンバー紹介



平成29年11月４日発行	 第14号（　）12

暑気払い 平成29年6月16日㈮18：30〜
アルカディア市ヶ谷にて
30名が集う！

毛利会長挨拶乾杯ご発声
（吉野さん南高3回卒）

手締めの伝授

応援歌「空はコバルト」を元気いっぱい歌う

山形での同窓会総会の模様が伝えられた



（　）平成29年11月４日発行	 第14号13

平成29年７月15日㈯14：00 〜 東京ドーム

池
袋
駅
西
武
口
よ
り
徒
歩
５
分
、
南
池

袋
東
通
り
沿
い
の
ビ
ル
の
二
階
に
笠
原
会

計
事
務
所
は
あ
り
ま
し
た
。

税
理
士
・
笠
原
健
さ
ん
は
、
山
辺
中
学

出
身
の
南
高
３４
回
卒
。
南
高
で
は
、
野
球

部
の
左
翼
手・一
番
打
者
、チ
ー
ム
の
リ
ー

ド
オ
フ
マ
ン
と
し
て
活
躍
。
東
京
の
大
学

を
卒
業
後
、
家
業
を
継
ぐ
予
定
で
父
の
商

い
を
手
伝
う
が
、
親
族
経
営
の
承
継
の
難

し
さ
に
挫
折
し
た
。
２７
歳
の
時
に
再
び
上

京
し
、
個
人
税
理
士
事
務
所
と
中
規
模
税

理
士
法
人
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
２１
年
７

月
、
笠
原
会
計
事
務
所
開
設
。

南
高
野
球
部
時
代
、
当
時
東
京
遠
征
で

お
世
話
に
な
っ
た
東
京
同
窓
会
の
斎
藤
前

会
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り
常
任
幹
事
に
就

任
。
昨
年
度
ま
で
の
８
年
間
、
常
任
幹
事

の
任
を
全
う
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
で
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
」

等
で
の
人
脈
形
成
に
よ
り
先
輩
方
の
面
倒

見
の
良
さ
と
温
か
さ
に
接
し
感
謝
の
想
い

で
一
杯
と
の
こ
と
で
す
。

社
会
的
に
も
脂
の
の
っ
た
5１
歳
、
多
忙

な
業
務
に
専
念
す
る
た
め
、
今
後
は
側
面

よ
り
東
京
同
窓
会
を
支
え
て
戴
き
ま
す
。

訪
問
者
・
土
田
和
男
（
南
高
２5
回
卒
）

笠
原
会
計
事
務
所
訪
問

笠
　
原 

　
　
健
　
税
理
士

（
南
高
３４
回
卒
）

ふ
る
さ
と
山
形
代
表 

き
ら
や
か
銀
行
　
応
援
！

スコアボード 花笠音頭 きらやか銀行応援団

応援隊反省会 山形南高応援隊 山形南高応援隊

第88回都市対抗野球大会、きらやか銀行（山
形市）の応援に駆け付ける。
ホンダ鈴鹿（鈴鹿市）に２対３と惜敗するが、
２年連続の出場で善戦。

応援団もファーストステージ応援団トップ賞
に選ばれた。郷土色豊かな応援と、スポーツ県
民歌「月山の雪」を大合唱してスタンド一体で
チームを鼓舞したことが評価された。

南高１年	野球部の同期と（昭和56年５月） 趣味のゴルフ。ナイスショット！
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回卒 同窓会員名

二中1回 菊地　　弘 平成29年9月9日

二中2回 小原　久男 平成29年9月27日

二中4回 吉田　和夫 平成29年2月24日

二中4回 佐藤　淳一 命日不明

二中4回 鎌田　　寛 平成29年6月

二中5回 蜷川　俊則 平成28年8月18日

二中5回 武田　毅 平成28年9月5日

南高�1回 栗原　康一郎 平成28年3月17日

南高2回 粕谷　恒夫 平成28年12月24日

南高2回 豊嶋　眞之 平成28年期日不明

南高2回 阿部　孝彦 平成29年3月25日

南高2回 矢萩　睦夫 平成29年7月9日

南高2回 江口　英世 平成29年8月5日

南高2回 廣瀬　貞夫 平成29年8月27日

南高3回 武田　忠 平成28年5月17日

南高3回 縄野　健一 平成28年10月1日

南高3回 馬場　信親 平成29年1月21日

南高3回 川崎　勝美 平成29年2月10日

南高3回 東海林　祐一郎 平成29年4月29日

南高3回 佐々木利夫 命日不明

南高3回 中井川秀男 平成22年期日不明

南高4回 遠藤　清一 平成29年1月27日

南高4回 石森　敏弘 平成29年5月10日

南高4回 永井　浩 平成29年8月31日

南高4回 井上　　靜治 平成28年期日不明

南高5回 石川　路規 平成29年4月10日

南高5回 鹿野　　靖男 平成29年6月2日

南高6回 佐藤　顕一郎 平成29年6月15日

南高6回 川崎　　勝美 平成29年2月10日

南高7回 原田(佐藤)統治 平成28年9月15日

南高7回 早坂　仁作 平成28年10月23日

南高7回 岡崎　忠興 平成29年4月19日

南高8回 小国　恵正 平成28年5月

南高8回 後藤　清弥 平成28年9月29日

南高8回 斎藤　昌助 平成29年4月25日

南高8回 逸見　芳雄 平成29年8月27日

南高�8回 津田　力 平成28年3月

南高8回 横山　武史 命日不明

回卒 同窓会員名

南高9回 川口　東介 平成28年10月20日

南高9回 佐藤　幸夫 平成28年11月23日

南高9回 久永　幸一 平成29年3月18日

南高9回 亀井　英二 平成29年4月22日

南高9回 澁谷　昭一 平成29年5月19日

南高11回 石井　武 平成28年1月14日

南高11回 藁谷　淳一 平成28年9月4日

南高11回 奥山　俊彦 平成28年12月12日

南高11回 江口　泰夫 平成29年5月30日

南高11回 有海　　　 豊　　 平成29年1月22日

南高11回 山崎（庄司）進 平成29年7月9日

南高12回 加藤　盛一 命日不明

南高13回 佐久間　融 平成28年6月20日

南高13回 丹野　茂美 平成29年5月24日

南高14回 矢作　喜勇 平成28年9月6日

南高14回 山内　利夫 平成29年7月21日

南高15回 渡辺　純夫 平成28年11月14日

南高15回 内和　勲 平成29年1月

南高16回 小林(安達)喜四郎 平成28年9月26日

南高16回 木村　俊夫 平成28年9月29日

南高16回 中村　成公 平成28年10月5日

南高16回 秋葉　一裕 平成28年11月12日

南高16回 榊原　清一 平成29年6月27日

南高17回 下山　博 平成29年5月4日

南高17回 太田　孝三 平成26年4月17日

南高20回 山口　恭彦 平成29年2月8日

南高20回 加嶋　勉 平成29年5月20日

南高20回 稲田　日出雄 平成29年8月12日

南高21回 齊藤　義昭 平成27年3月29日

南高21回 相原　吉弘 平成28年9月3日

南高22回 木内　慎一郎 平成29年5月27日

南高26回 半田　満 平成27年期日不明

南高27回 笹原　浩次 平成28年5月13日

南高27回 渡辺　信也 平成28年10月26日

南高29回 高橋　浩一 平成28年12月20日

南高30回 吉田　浩 平成29年5月29日

南高33回 黒木　信 平成28年7月28日

南高34回 仲野　誠 平成28年10月8日

物 故 者 名
（平成28年９月～29年８月判明分）

(旧職員名) (在任期間)

佐々木　周榮 先生
数学 （Ｓ46.4 ～Ｓ56.3）

平成29年３月18日
元校長 （Ｈ3.4 ～Ｈ5.3）
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平成28年度会計報告

29
年
度
役
員
紹
介

篤志家のご寄附の
お 願 い

東京同窓会の活動費のためにご寄附くださる方々を募集しております。
郵便局の次の口座までご送金くださいますようお願い申し上げます。
口座名：山形南高東京同窓会東京支部　口座記号番号：00110 − 7 − 581420

会　
　
長

毛
利　
　

昭
（
南
高
１２
回
）

副
会
長

小
松
栄
三
郎
（
南
高
１5
回
）

会
計
監
査

加
嶋　

隆
夫
（
南
高
１２
回
）

会
計
監
査

安
孫
子
謙
三
（
南
高
２８
回
）

顧　
　
問

森
谷　
　

亨
（
南
高
１
回
）

顧　
　
問

斎
籐　

常
男
（
南
高
５
回
）

常
任
幹
事

佐
藤　

守
彦
（
南
高
１４
回
）

常
任
幹
事

滝
口　

成
一
（
南
高
１5
回
）

常
任
幹
事

黒
田　

治
彦
（
南
高
２１
回
）

常
任
幹
事

鈴
木　

淳
一
（
南
高
２5
回
）

常
任
幹
事

土
田　

和
男
（
南
高
２5
回
）

常
任
幹
事

村
岡　
　

登
（
南
高
２5
回
）

常
任
幹
事

峯
田　
　

淳
（
南
高
２８
回
）

常
任
幹
事

安
孫
子
雅
敏
（
南
高
２９
回
）

常
任
幹
事

高
橋　

英
樹
（
南
高
２９
回
）

常
任
幹
事

伊
藤　

和
弘
（
南
高
３２
回
）

常
任
幹
事

山
田　

健
嗣
（
南
高
３６
回
）

事
務
局

石
山　

清
和
（
南
高
３２
回
）

事
務
局

武
田　

広
幸
（
南
高
３４
回
）

◇
平
成
２８
年
度
に
い
た
だ
い
た
寄
付
の
内
訳

・
来
賓
祝
い
金�

４
３
、０
０
０
円

・
会
員
寄
付�

１
０
２
、０
０
０
円

・
幹
事
会�

８
、１
０
０
円

合
計�

１
５
３
、１
０
０
円　

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

清
野�

忠
紀
様

（
南
0１
）
村
山�

鎮
雄
様

（
南
0２
）
岡
崎�

春
義
様

（
南
0３
）
後
藤�

宏
美
様

（
南
0３
）

松
田�　
公
様

（
南
0４
）
村
川�　
透
様

（
南
05
）
山
田�　
勲
様

（
南
0８
）
鈴
木�　
隆
様

（
南
0９
）

安
藤�

久
雄
様

（
南
１１
）
大
石�

庄
一
様

（
南
１5
）
田
口�

秀
二
様

（
南
１5
）
岡
崎�

博
衛
様

（
南
１７
）

岡
崎�

文
雄
様

（
南
１７
）
小
林�

秀
夫
様

（
南
１９
）
武
田�

雅
貴
様

（
南
１９
）
岸　

�

裕
次
様

（
南
２３
）

濱
田�

孝
司
様

（
南
２３
）
椎
名�

宏
行
様

（
南
２４
）
安
孫
子
雅
敏
様

（
南
２９
）
見
理�　
剛
様

（
南
３5
）

伊
藤�

忠
幸
様

（
南
３６
）

＜収　　　入＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H28予算額（A） H28決算額（B） 比較増減（B-A） 摘　　　　　要
総 会 会 費 744,000 460,000 △　284,000 男性＠8,000×53名、女性または80歳以上＠6,000×6名
年 会 費 800,000 478,000 △　322,000 ＠2,000×239名
寄 付 金 60,000 153,100 93,100 総会来賓（５名）祝金ほか
広 告 協 賛 110,000 126,000 16,000 一般広告の他に、名刺広告、ホームページのバナー広告が含まれる
雑 収 入 0 25 25 預金利子
前 期 繰 越 金 672,624 672,624 0
合 計 2,386,624 1,889,749 △　496,875
＜支　　　出＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H28予算額（A） H28決算額（B） 比較増減（B-A） 摘　　　　　要
会 場 使 用 料 0 0 0 総会会場、来賓控室は懇親会経費に計上
懇 親 会 経 費 800,000 507,853 △　292,147 飲食費、会場使用料等
会 議 費 10,000 0 △　10,000 役員会・学年幹事会の会場料等
総 会 案 内 経 費 430,000 481,395 51,395
議案書印刷経費 0 0 0 総会案内経費に計上
事 務 費 65,000 66,509 1,509 消耗品代、郵送運搬費、会報発送料、振込手数料等
東京同窓会会報 130,000 239,112 109,112 来年度施策用に例年より印刷部数を増刷
ホームページ制作費 4,500 0 △　4,500
活 動 費 110,000 63,000 △　47,000 本部同窓会広告協賛、本部総会祝金、東京県人会連合会への参加費補助等
特別積立金への返金 0 0 0
予 備 費 0 0 0
合 計 1,549,500 1,357,869 △　191,631

次年度繰越（収入合計−支出合計）：531,880円

山形南高東京同窓会　平成28年度　収支決算書
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

＜収　　　入＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H28予算額（A） H28決算額（B） 比較増減（B-A） 摘　　　　　要
前 期 繰 越 金 461,660 461,660 0
一般会計からの返金 0 0 0
寄 付 金 0 0 0
合 計 461,660 461,660 0
＜支　　　出＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H28予算額（A） H28決算額（B） 比較増減（B-A） 摘　　　　　要
母 校 貢 献 策 0 0 0
一般会計への補填 0 0 0
合 計 0 0 0

次年度繰越（収入合計−支出合計）：461,660円

山形南高東京同窓会　特別積立金　平成28年度　収支決算書
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）
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■
東
京
同
窓
会
報
の
題
字

昨
年
１１
月
の
総
会
終
了
後
、
片

桐
秀
昭
さ
ん
に
東
京
同
窓
会
報
の

題
字
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
今
号
の

第
十
四
号
よ
り
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
と
が
き
　
　
　

本
年
１
月
に
６0
歳
定
年
を
迎
え

た
。
継
続
雇
用
に
よ
り
シ
ニ
ア
社

員
と
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
「
定

年
後
」
に
、「
同
窓
会
の
効
用
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
同
窓
会
に

出
る
と
脳
が
活
性
化
さ
れ
る
と
い

う
も
の
。
若
い
時
の
感
動
を
思
い

出
せ
ば
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
副
交
感
神
経
が

活
発
に
な
る
の
で
健
康
に
も
い
い

と
の
こ
と
。
永
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

人
生
を
歩
ん
で
き
て
定
年
後
の
人

生
を
ど
う
生
き
る
か
の
問
い
に
、

東
京
同
窓
会
の
皆
様
と
の
触
れ
合

い
の
中
に
答
え
を
見
出
せ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の
生
き

方
が
非
常
に
参
考
と
な
り
、
南
高

魂
を
呼
び
起
こ
し
て
元
気
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
常
任
幹
事
と
し
て
広
報

の
任
を
戴
き
写
真
撮
影
用
と
し
て

デ
ジ
カ
メ
を
買
い
ま
し
た
が
、
吉

野
先
輩（
南
高
３
回
）よ
り
も
っ
と

い
い
カ
メ
ラ
を
使
え
と
言
わ
れ
た

と
お
り
、
昨
年
度
の
総
会
の
写
真

は
ピ
ン
ボ
ケ
で
使
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
常
任
幹
事
の
村
岡
さ
ん
と
山

田
さ
ん
の
画
像
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
今
号
が
何
と
か
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
な
り
の
カ

メ
ラ
を
買
い
ま
し
た
の
で
、
皆
様

の
元
気
な
姿
を
記
録
に
残
し
て
参

り
ま
す
。�

（
土
田
和
男
）

http://www.yamanan.jp

東京同窓会から会報誌へのお願い
皆さん参加の会報誌です。
現在の状況や南高時代の思い出等、

原稿を募集中です。
1,000字〜 2,000字　写真も添付してください。

受付窓口：土田和男（南高25回）までご連絡ください。
〒187-0032　東京都小平市小川町1-888-5

携帯番号：090-1508-1713
メールでの寄稿もお待ちしております。
kazuotsuchida@jcom.home.ne.jp

■東京同窓会「来年度の会合開催予定」決定！
会場 :アルカディア市ヶ谷

・平成 30 年 1 月 19 日 ( 金 )18:30 ～新年会

・平成 30 年 6 月 22 日 ( 金 )18:30 ～暑気払い会

・平成 30 年 11 月 4 日 ( 日 )14:20 ～総会・懇親会

ご
予
定
お
願
い
し
ま
す
!!

うれしいお知らせです！ 

▲

  バナー広告を無料掲載いたします。

東京同窓会のＨＰを情報発信基地として、卒業生を応援します！
各学年の同窓会、自社・作品・公演・趣味などの紹介、情報交流に
お役立てください。

問い合わせ先：info@yamanan.jp（村岡登氏・南高25回）

山形南高東京同窓会HP（ホームページ）オープン！！
最新の情報はこちらで〜！

山形県東京事務所ＨＰ
山形県の情報や首都圏イベント情報を掲載 !

山形県東京事務所 Facebook ＆ Twitter
旬の首都圏イベントを随時発信 !

http://www.pref.yamagata.jp/metropolitan_area/ フェイスブック	 https://www.facebook.com/pref.yamagata.tokyo.office/
ツイッター	 https://twitter.com/ytokyo1

山形県アンテナショップ「おいしい山形プラザ」
http://oishii-yamagata.jp/

パートナーショップ
http://oishii-yamagata.jp/p-shop/

▲このステッカーが目印です
パートナーショップ各店では
山形の郷土料理、山形の旬の
食材を使った料理をご堪能
いただいたり、山形ならでは
の商品をお買い求めいただ
けます。ぜひご来店ください。

東京で味わう山形の食


